
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニセコ町森林整備計画（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
自 平成３０年 ４月 １日 

                         計画期間 
至 平成４０年 ３月３１日 

 
                          （平成３１年 ４ 月 １ 日変更予定） 
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ニ セ コ 町 
  



市 町 村 位 置 図 
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（ 凡  例 ） 

 

 山 岳                   ▲ 

 

  河 川         

 

  都道府県界   

 

  森林計画界   

 

  市町村界   

 

  民有林界 

 

  国有林界 

 

  鉄 道              ■ ■ ■ 

 
 （注） １ ※には当該市町村の道内での位置をキーマップ等により明示する。 
     ２ 凡例は、適宜追加して差し支えない。 
 
 
 
 

変 更 理 由  地域森林計画に適合させるための変更 

変 更 内 容 

 地域森林計画にアカエゾマツの標準的な施業の方法が追加されたことによる、植栽本
数、間伐の時期、保育、精算目標を追加 
 第５ 委託を受けて行う森林の施業又は、経営の実施の促進に関する事項に経営管理制
度の活用に関する事項を追加 

変更計画が有効 
となる年月日 

平成３１年 ４ 月 １ 日から適用 
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